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本日のお品書き
S-Net掲載データ提出までに確認しておきたい！

― S-Netサイトの使い方

― 昨年度までとの変更点

― データ提出振り返りS-Net新変換ツールの紹介

― まとめとデモ

― 使用者の声
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まずは簡単なアンケートから…①
本日、ご参加いただいている方は…

①自分で自館のデータとS-Netデータを扱っている
②自館のデータを作成しているが、S-Netデータは作成していない
③自館のデータは作成していないが、S-Netデータに変換をしている
④データを扱っている人たちを取りまとめている管理者である
⑤データを作成していないが、提供を視野に入れ、参考になるかと考
えて参加した
⑥その他（チャット欄等でコメントをお願いします）
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まずは簡単なアンケートから…②
変換ツール使用歴を教えてください

①5年以上
②1～5年
③今年が初めて
④その他

具体的な年数をチャット欄にぜひ！
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S-Netサイト
基本的な使い方
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S-Netサイトの使い方
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詳しく検索（データセット情報）
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大きな変更点はないので安心！



昨年からの変更点
非公開項目なし

― 非公開項目は削除する
S-Netサイトから全データダウンロード可能に

― これまでは非公開項目等問い合わせが必要
「掲載データ」の作成・提出

― 提出いただいたデータがそのまま掲載されます
新変換ツールは毎年ダウンロード、毎年新しいものを利用

― レッドデータ等の情報が更新されます
Windows、macでの対応

― ダウンロードすればどちらのOSでもオフラインで作業できます
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データ提出のおさらいと課題
利便性向上の可能性

― 日付やレッドチェック
動作安定性の向上

― 1度ダウンロードしたツール
を継続的に使用すると生じる
不具合

データ連携・受け渡し作業の
効率化
― データの受け渡しに伴う時間
の削減
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●変換ツール

●受付チェック
件数に相違はないか
致命的なミスはないか

S-Netデータファイル提出
[Excel形式]

・提出

修正済みのS-Net掲載用
データファイル

[Excel形式]

・件数チェック

ユーザーによる
データ修正

・入力 ・入力

・あり・なし

自然史標本ファイル
[Excelまたはcsv形式]
（S-Net形式ではない）

修正済みのS-Net掲載用
データファイル

[Excel形式]

修正

●内容チェック
レッド対応の確認
エラーデータの確認

・マッピング
・クリーニング
・データ検証

S-Net/GBIF担当による
目視のチェック、

データ確認のやりとり

受付チェックの後に
更に内容チェック

受領完了



データ提出後…
レッドデータチェック

― 非公開項目などの確認

システム外のエラーチェック
― 記録年月日や水位、項目に応
じた入力内容の確認

修正内容の確認・反映
― 必要に応じて確認・修正を繰
り返し実施
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連番

機関
様修
正あ
り

機関様コメント
要確
認

環境省ランク（／
は候補が複数の

場合）

産地都道府県ランク
（[産地]ランク、／は

候補が複数の場
合、；は複数をまたぐ
都道府県の場合）

レッドデータ確認種（[〇〇]はチェッ
クした和名で次がレッドチェッカー
から戻された和名と学名、／は候
補が複数の場合）※学名をご確認

ください。同名異種もあります。

エラー
件数

エラー内容（確認を含む） 科博修正コメント 管理ID 登録日時

1 〇 - [北海道]- [キアゲハ]キアゲハ Papilio
machaon hippocrates

0 KH010:システム管理項目に値あり

2 〇 - [北海道]希少種(R) [ナカトンベツホラトゲトビムシ]ナカ
トンベツホラトゲトビムシ
Lethemurus finitimus

0

3 〇 - [北海道]- [ミヤマカラスアゲハ]ミヤマカラスア
ゲハ Papilio maackii

0 KH001:機関コード／機関名／機関名（日
本語）を訂正

4 〇 - [北海道]- [ミヤマカラスアゲハ]ミヤマカラスア
ゲハ Papilio maackii

0 KH003:コレクションコードが誤り

5 〇 - [北海道]- [ミヤマカラスアゲハ]ミヤマカラスア
ゲハ Papilio maackii

0 KH012:GBIF公開フラグが「1」以外

6 - [北海道]- [ミヤマカラスアゲハ]ミヤマカラスア
ゲハ Papilio maackii

0

7 〇 - [北海道]- [ミヤマカラスアゲハ]ミヤマカラスア
ゲハ Papilio maackii

1 KH007:緯度（十進数表記）／経度（十進数
表記）の値が不正

8 〇 - [北海道]- [ミヤマカラスアゲハ]ミヤマカラスア
ゲハ Papilio maackii

1 KH007:緯度（十進数表記）／経度（十進数
表記）の値が不正

9 〇 - [北海道]- [ミヤマカラスアゲハ]ミヤマカラスア
ゲハ Papilio maackii

2 KH007:緯度（十進数表記）／経度（十進数
表記）の値が不正 | KH007:緯度（十進数
表記）／経度（十進数表記）の値が不正

KH107:緯度（十進数表記）／経度（十進数
表記）が「0」

10 〇 - [北海道]- [ミヤマカラスアゲハ]ミヤマカラスア
ゲハ Papilio maackii

0 KH104:メッシュコードが「0」



データ提出のおさらいと課題
利便性向上の可能性

― 日付やレッドチェック
動作安定性の向上

― 1度ダウンロードしたツール
を継続的に使用すると生じる
不具合

データ連携・受け渡し作業の
効率化
― データの受け渡しに伴う時間
の削減
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●変換ツール

●受付チェック
件数に相違はないか
致命的なミスはないか

S-Netデータファイル提出
[Excel形式]

S-Net掲載データファイル
[Excel形式]

・提出

修正済みのS-Net掲載用
データファイル

[Excel形式]

・件数チェック

ユーザーによる
データ修正

・入力 ・入力

・あり・なし

自然史標本ファイル
[Excelまたはcsv形式]
（S-Net形式ではない）

修正済みのS-Net掲載用
データファイル

[Excel形式]

修正

●内容チェック
レッド対応の確認
エラーデータの確認

・マッピング
・クリーニング
・データ検証

S-Net/GBIF担当による
目視のチェック、

データ確認のやりとり

ユーザーによる
データ修正

・あり・なし
受付チェックの後に
更に内容チェック

受領完了

掲載データ
提出



変換ツールの流れ
マッピング

― 自館データをS-Net形式
データに変換する

●項目マッピング設定

●データクリーニング機能

●データ検証機能
<機関名等修正>

・チェック結果表示列追加

エラーサマリー
ファイル

[Excel形式]

S-Net掲載
データファイル

[Excel形式]

・マッピング済ファイル出力

自然史標本ファイル
[Excelまたはcsv形式]
（S-Net形式ではない）

修正済みのS-Net掲載用
データファイル

[Excel形式]

●レッドデータチェック機能
<和名・県名（日本語）で照合>
レッド辞書種別を選択し、

レッド該当種の情報削除項目を設定

●出力データ作成機能
データ出力フォルダ指定

・エラー表示列追加

・自動修正（スペースの削除等）

S-Net事務局にファイルを提出
※提出する『〇〇_output.xlsx』は掲載用ファイルです

ユーザーによる
データ修正

・致命的なエラー
→システム登録不可

・致命的なエラーなし

・出力・出力

・入力 ・入力

修正

・エラーあり・エラーなし

※

※任意のファイル名

データクリーニング
― 半角スペースなど単純
なエラーの修正

レッドデータチェック機能
― 都道府県レベルのレッドリ
スト、種の保存法、天然記
念物等のチェック

― 該当種の産地等の情報削除
データ検証

― 登録機関名・機関コード・
コレクションコードの確認
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S-Net登録データ提出
新変換ツールを通し、エラーがないことを確認
→そのファイルが掲載用ファイルに！
― 確認・提出すれば完了

全データがダウンロードできるように！
― 重複データの確認が簡単に
― データの修正もやりやすくなる

変換ツールは毎年更新します
― 機関データ・レッドデータが新しくなります
― 前年度のツールは使用できなくなります
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新変換ツールを使ってみよう



事前準備①：データをダウンロードする
公開済みデータをダウンロードする
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事前準備①：データをダウンロードする
簡単に公開済みデータをダウンロードする

― 並べ替え機能や重複確認を使用して重複がない確認する
― 頭文字に０やアルファベットが付いている同じ番号などに注意
― 例：0157=TSV0157
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事前準備②：規制種についてチェックする
麻薬や向精神作用のある成分を含むため、法律によって所
持・栽培・譲渡などが制限または禁止されている植物
代表例としては、大麻や一部のケシ

ID 分布 科名 属名 種小名 著者 和名
植物
1 帰化 アサ科 Cannabis sativa L. アサ
2 栽培 ケシ科 Papaver somniferum L. ケシ
3 帰化 ケシ科 Papaver setigerum DC. アツミゲシ
4 帰化 ケシ科 Papaver somniferum L. subsp. setigerum (DC.) Arcang. アツミゲシ
菌類
1 国内 モエギタケ科 Psilocybe argentipes K. Yokoyama ヒカゲシビレタケ
2 国内 モエギタケ科 Psilocybe cubensis (Earle) Sing. ミナミシビレタケ
3 国内 モエギタケ科 Psilocybe fasciata Hongo アイセンボンタケ
4 国内 モエギタケ科 Psilocybe lonchophporus (B. et Br.) Horak et Guzman ヤブシビレタケ
5 国内 モエギタケ科 Psilocybe subaeruginascens Honel オオシビレタケ
6 国内 モエギタケ科 Psilocybe subcaerulipes Hongo アイゾメシバフタケ
7 国内 モエギタケ科 Psilocybe venenata (Imai) Imazeki et Hongo シビレタケ
8 国内 ヒトヨタケ科 Copelandia cyanescens (Berk. et Br.) Sing. アイゾメヒカゲタケ
9 国内 ヒトヨタケ科 Panaeolus papilionaceus (Bull. :Fr.) Quel. ワライタケ
10 国内 ヒトヨタケ科 Panaeolus sphinctrinus (Fr.) Quel. ヒカゲタケ
11 国内 ヒトヨタケ科 Panaeolus subbalteatus (Berl. et Br.) Sacc. センボンサイギョウガサ
12 海外 モエギタケ科 Psilocybe subcubensis Guzman なし
13 海外 モエギタケ科 Psilocybe tampanensis Guzman et Pollock なし
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データの準備OK！
データ提供件数と合っていますか？

― 重複・規制種など削除した場合は、6月頃に送られてくる『S-
Net/GBIFデータ提供ご依頼件数とお手続きについてのご案内』に
記載されている件数と同じ数になるようにしてください

― 数が多い場合、無償で受け入れることは可能です

いよいよ変換ツールを使用します
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変換ツールをダウンロードする
Windows

― インストーラの指示に従って
インストールしてください。

19

mac os

― snet-converterアイコンを
Applicationsへドラッグ＆
ドロップしてください



新変換ツールを起動する
保存先にあるアイコンをダブルクリックするか、
スタートメニューから選択してください
― 毎年更新ファイルを配布しますので、必ず新しいも
のをご使用ください

― 配布は4～5月を予定しております。
― アイコンの末尾に年度が記載されるのでチェックし
てください

今年度の配布は7月上旬を予定しております
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自館データを入力する
プログラム操作補方法

― snet-converterを起動すると、以下のようなウィンドウが表示
されます
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① 入力ファイルの選択
― ［ファイルを選択①］ボタンを押
して、入力ファイル（自館デー
タ）を選択します。

― 入力ファイルを選択すると、入力
したデータの項目と、出力テーブ
ルと同じ項目の列が存在する場合
は自動的にマッピング②されます。

②
③

― 「Excel列③のセルをクリックする
と、入力ファイルの列のリストが
表示されるので、自館データの該
当する列を選択し、入力（マッピ
ング）することができます

マッピングデーブル



自館データを入力する
プログラム操作補方法

― snet-converterを起動すると、以下のようなウィンドウが表示
されます
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入力ファイルの選択
― 自館データの項目と一致する項目
を選択し、データを入力します

― ある項目に、全て同じデータを入
力する場合「設定値」にその言葉
を直接入力します③



マッピングデータの出力
出力されるデータを保存する場所を選びます
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④

― ［出力ディレクトリの選択］
④ボタンを押して、ファイル
出力先（保存する場所）を選
択します。



データセット管理番号の選択
データセット管理番号の
入力欄⑤にデータセット
管理番号を入力します
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⑤

［選択］⑥ボタンで組織一覧
を表示、［選択］⑦ボタンか
らデータセット管理番号を入
力することもできます

⑥

※データセット管理番号
4桁-3桁の数字

⑦



データセット管理番号の選択
データセット管理番号の
入力欄⑤にデータセット
管理番号を入力します
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⑤

上部にある検索欄に機関名の
一部を入力⑧、［検索］➈で
該当する箇所まで「検索」ボ
タンを押します

⑥

⑦

➈⑧

※データセット管理番号
4桁-3桁の数字



データセット管理番号の選択
データセットを選択➉すると、DatasetID⑪が表示され、
マッピングテーブルの機関コード、機関名、機関名（日本
語）、コレクションコード、の項目に割り当てられます。⑫
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➉ ⑪

⑫

※データセット管理番号
4桁-3桁の数字



レッドデータチェック
画面下部にある「レッドデータチェック」①をクリックす
るとレッドデータチェックの項目が展開されます。
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「対象分類」の中からチェック
を行う対象の分類群を選択しま
す。
データセットに含まれるデータ
の種類により「植物」「動物」
「昆虫」「昆虫・動物」を選択
してください
「チェックしない」を選択した
場合はレッドデータチェックは
行われません。（非推奨）

①



レッドデータチェック
位置情報項目の中からどの項目を削除するかを、「位置情
報項目」の中から選択します。
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［全てチェック］［全て
チェックを外す］ボタンで
すべてを選択または解除が
できます



レッドデータチェック
2026年のシステム改修にあわせ、詳細な採集地の掲載が望
ましくない標本の詳細な地名データは、これまで非公開項
目に記入・提出ができましたが、収集しない運用に変更と
なりました
― レッドチェックはあくまで補助機能です。各機関様にて内容をご
確認・ご判断をしたうえで、ご提出ください

新変換ツールを使ってレッドデータ該当種をチェックし、
必要がある場合は削除を行います
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設定の保存と読み込み
ここまでの設定を保存する際には、［設定を保存］①ボタン
を押して保存するファイル名を指定します。
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マッピングやレッドデータ
チェックなど選択した情報が
保存されます。［設定の読み
込み］②ボタンで保存した設
定を再度読み込むことができ
ます。

① ②



実行と出力ファイル
メイン画面下部の［実行］
ボタンを押すと変換が実行
されます。
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必須項目（マッピングテー
ブルのうち、赤色の項目）
が未入力の場合は、警告の
ダイアログが表示されます。



実行と出力ファイル
必須項目がマッピングされている場合は変換が実行され、
メイン画面下部のプログレスバー①に進捗が表示されます
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変換が完了すると、下図の
ように完了を知らせるメッ
セージダイアログ②が表示
されます

①

②



出力ファイル
新変換ツールによって、3つのデータが出力されます

output.xlsx : SNet形式の出力ファイル
error_summary.xlsx : エラーサマリーファイル
cleaning_log.tsv : データクリーニング履歴
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※提出※



output.xlsx : SNet形式の出力ファイル
レッドデータチェックを行った場合、レッドデータ種など
に該当する種類である行では、下図のようにレッドデータ
情報が記録され、赤色の太字で出力されます
エラー件数・エラー内容を確認してください
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output.xlsx : SNet形式の出力ファイル
削除を選択した位置情報項目が下図のように削除されます

― 削除した部分はオレンジ色のマーカーで示されます
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※提出したデータが掲載されますので、確実にご確認ください※



output.xlsx : SNet形式の出力ファイル
１列目は行内のエラー件数、
２列目はエラーの内容が記
録されています。
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エラーがあったセルは重要度
に応じて赤色、黄色、青色の
セルで塗りつぶされます。

※詳細については後述するエラーサマリ―にて



error_summary.xlsx: エラーサマリーファイル
エラー一覧と概要を記録したファイルです。
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赤色 ：データの不備
S-Netシステムに登録できないデー
タです。「ご対応依頼を参考に修
正してください」

黄色 ：データ内容の確認
修正必須の不備には該当しませんが、
不備の可能性があるため内容をご確
認ください。修正が必要な場合は対
応し、問題がない場合は備考欄に記
載の上、そのままご提出ください。

青色 ：科博寄りの修正案
修正済みの項目です。間違いがな
いかご確認ください。

①
②

③

④ ⑥⑤ ⑦

①自館の情報が書いてあるので間
違いがないか確認してください
②データをS-Net事務局が受け
取った日付を入力するので空欄の
ままにしておいてください
③ output.xlsx で排出されたデータ
と同様の色分けがされています
④該当エラーの件数が表示されて
います
⑤エラーとなった原因が記載され
ていますで⑥を参考にデータの修
正をお願いいたします
⑦エラーについて、対応内容をご
記入ください。エラーのままで問
題ない理由、修正内容、
または対応方法に関するご相談な
どを記載してください。



cleaning_log.tsv
エラー一覧と概要を記録したファイルです。提出は不要
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①

②

Excelを使ったtsvファイルの開き方を示します
― Excelで新規ファイルを作成し、データタブ①から『テキストまた
はCSVから』②をクリックします



cleaning_log.tsv
ファイル選択ダイアログが出るので、tsvファイルがある
フォルダを開き、右下にある「テキストファイル」をク
リックし、すべてのファイル③を選択します。
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※テキストファイルのままでは
該当フォルダは出現しません。

③



cleaning_log.tsv
プレビューを確認し、問題
がなければ読み込み④ます
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データの修正箇所を確認し
ます

④



★【超重要】データ提出★
S-Net/GBIF事務局に提出するのはExcel形式の『S-Net掲載用
データファイル』と『エラーサマリ―ファイル』です。

S-Net掲載用データファイル
― ファイル名を「〇〇_output.xlsx」で保存（〇〇は任意のファイル名）
― 提出ファイルがそのまま掲載されます。S-Net形式になっているか、
レッド該当種が削除されているかを確認してください

エラーサマリ―
― エラーサマリーファイル「〇〇_error_summary.xlsx」（〇〇は任意の
ファイル名）は、データセットごとのチェック結果を一覧にしたシー
トです。内容をご確認のうえ、必要に応じてデータの修正またはコメ
ントの追加を行い、登録データファイルと共にお送りください

41



まとめ
S-Netサイトの利用

― 検索の仕方を確認
― 全項目が揃ったデータのダウンロード

新変換ツールの更新によるS-Net形式の掲載データの作成
― エラー、レッドデータのチェック
― 提出データが掲載データとなります

前回の第47回S-Net研究会では、データ作成に役立つExcelの
使い方やデータクリーニングの仕方をテーマにしているの
でご参考下さい
― https://www.kahaku.go.jp/kenkyu/s-net/activities.html
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実際に使用してみた感想
良かったところ

― 感覚的でも迷わず使いやすい
― 動作がスムーズ
― ツールが一本化されてわかりやすくなった
― データセットが選択式なのが便利

気になったところ
― マッピングの項目が多い

 設定の保存を利用するなど工夫が必要
― マッピング項目がわかりにくい

 新データ提供マニュアルを参考に
― エラーサマリ―（青）とクリーニングファイルがわかりにくい

 詳しく
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エラーサマリーとクリーニング
error_summary.xlsx : エラーサマリーファイル（青）

― 確認が必要な修正
― 例：機関名、機関コード、カタカナの「ニ」や「エ」の修正、
公開フラグ、メッシュコード等

cleaning_log.tsv：クリーニングファイル
― 確認が不要な軽微な修正
― 余分な空白・改行・タブの削除改行、タブのスペース統一、
半角カナから全角カナへ変換、全角英数字を半角へ統一、等

詳細はマニュアルを参考
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では実際に
やってみましょう
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日付の変換 その1
日付が1項目に入力されている場合は、複数の入力形式を自
動認識し、年月日へ変換します

― (ア) 区切りなしの文字列：yyyymmdd, yyyymm, yyyy
― (イ) スラッシュで区切られた文字列：yyyy/mm/dd, yyyy/mm
― (ウ) ピリオドで区切られた文字列：yyyy.mm.dd, yyyy.mm
― (エ)日本語日付（西暦のみ）：yyyy年mm月dd日、yyyy年mm月、

yyyy年
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日付の変換 その2
項目に入力された日付は、複数の形式を自動認識し、年月
日に変換します。

― (ア) 区切りなしの文字列：yyyymmdd, yyyymm, yyyy
― (イ) スラッシュで区切られた文字列：yyyy/mm/dd, yyyy/mm
― (ウ) ピリオドで区切られた文字列：yyyy.mm.dd, yyyy.mm
― (エ) 日本語日付（西暦のみ）：yyyy年mm月dd日、yyyy年mm月、

yyyy年

認識できない日付は、元の入力内容を保持します

いずれもcleaning_log.tsvに修正が記載されます
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新変換ツール
7月上旬、S-Net/GBIFデータ提供関連資料と共にリリース予定

S-Net掲載データの提出
― とはいえ、例年通り事務局でチェックするので安心してください

不明な点はS-Net/GBIF事務局（s-net_info@kahaku.go.jp）まで
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